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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年10月14日(2021.10.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非侵襲的な電気的および／または磁気的な神経刺激のためのシステムであって、該シス
テムは、
・人工ノイズを含む、交流の刺激信号を発生させるための信号発生器、
・該刺激信号を視神経上の領域または視神経のすぐ近くの領域に適用するための適用デバ
イス、
・測定信号を導出するための導出ライン、
・該測定信号に基づいてバイオマーカーを計算するためのバイオマーカー計算ユニット、
・該刺激信号の変更によって該バイオマーカーの値を最適化するための確率的最適化法を
実行するための、ユニットを含むシステム。
【請求項２】
　前記刺激信号が、プログラム可能な関数発生器によって発生されることを特徴とする、
前述の請求項の１項に記載のシステム。
【請求項３】
　前記バイオマーカーの関数従属性が、トレーニングデータからの機械学習によって測定
されることを特徴とする、前述の請求項の１項に記載のシステム。
【請求項４】
　前記刺激信号が、人工ノイズ、交流信号、および直流信号を有することを特徴とする、
前述の請求項の１項に記載のシステム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００４２】
　本発明のさらなる実施形態において、バイオマーカーの関数従属性は、トレーニングデ
ータからの機械学習によって測定され、特に、バイオマーカーは、測定信号の振幅、周波
数、位相および／もしくは位置情報の項目の関数またはそれらの機能イメージであること
が提供される。重み付けパラメータもまた、トレーニングデータからの機械学習によって
測定され得る。そのような学習方法の１つの実施形態は、バイオマーカーを測定するため
の測定データが、特定の基準に基づいてセグメント化されるというものである。これは、
治療の試みを評価するために、経時的な基準（例えば、治療の試みの前後の時点）と定性
的な基準の両方に基づいて（したがって、例えば、定量化できる特徴、例えば、視野のサ
イズ、視力、色および視野の輪郭に基づいて）行われ得る。測定信号の特徴的な特徴の傾
向および相関関係は、セグメント内で確かめられ得る。見出された特徴の有意性および分
散が、例えば、特徴パラメータを重み付けするために、使用され得る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　本発明のさらなる実施形態において、測定信号に対するバイオマーカーの関数従属性は
、試験被験体からのトレーニングデータを使用して機械学習によって、特に、データベー
スによってさらに支援されるサポートベクターマシンを用いた教師付きクラスタリングに
よって測定されることが提供される。ゆえに、その方法は、全患者および新たに加えられ
た各患者のデータプールから「学習」できる。
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